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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年6月25日(2015.6.25)
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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月30日(2015.4.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血漿中にＩＬ－１２の発現を引き起こすことが可能な組成物であって、
　該組成物は、
　外来抗原と、
　少なくとも１つのＴｈ１サイトカインと、
　ＤＣ成熟分子と
　を含む、組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物であって、
　前記外来抗原は、同種抗原である、組成物。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の組成物であって、
　前記Ｔｈ１サイトカインは、ＩＬ－１、ＩＬ－２、ＩＬ－６、ＩＬ－８、ＩＬ－１５、
インターフェロン－ガンマ、ＴＮＦ－アルファ、ＧＭ－ＣＳＦのうちの、１つ以上である
、組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のうちのいずれか１項に記載の組成物であって、
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　前記ＤＣ成熟分子は、ＣＤ４０ＬおよびＦａｓＬのうちの少なくとも一方である、組成
物。
【請求項５】
　請求項２～４のうちのいずれか１項に記載の組成物であって、
　前記同種抗原は、生きているＴ細胞上にある、組成物。
【請求項６】
　請求項５に記載の組成物であって、
　前記Ｔ細胞は、ＣＤ４＋細胞またはＴｈ１細胞である、組成物。
【請求項７】
　請求項６に記載の組成物であって、
　前記Ｔｈ１細胞は、活性化される、組成物。
【請求項８】
　請求項７に記載の組成物であって、
　前記Ｔｈ１細胞は、ＣＤ３とＣＤ２８とが架橋結合されることによって活性化される、
組成物。
【請求項９】
　請求項８に記載の組成物であって、
　前記活性化されたＴｈ１細胞は、ＩＬ－２、ＩＦＮ－ガンマ、およびＧＭ－ＣＳＦであ
るＴｈ１サイトカインのうちの１つ以上を分泌する、組成物。
【請求項１０】
　請求項９に記載の組成物であって、
　前記活性化されたＴｈ１細胞は、該細胞の表面上にて、前記ＤＣ成熟分子であるＣＤ４
０ＬおよびＦａｓＬのうちの少なくとも一方を発現する、組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のうちのいずれか１項に記載の組成物であって、
　前記成分は、表面に固定される、組成物。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の組成物であって、
　前記表面は、生分解性を有する、組成物。
【請求項１３】
　請求項５に記載の組成物であって、
　前記生きているＴ細胞は、注入器または可撓性容器に詰められる、組成物。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の組成物であって、
　前記細胞は、１ｘ１０７個／ｍｌ以上の濃度である、組成物。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の組成物であって、
　前記細胞は、非栄養培地に懸濁される、組成物。
【請求項１６】
　内因性ＩＬ－１２のレベルを増加させるための治療用組成物であって、
　活性化同種異系Ｔ細胞を備え、前記組成物の投与によって、患者に毒性を与えることな
く内因性ＩＬ－１２のレベルが該患者の血漿中で検出可能になる、組成物。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の組成物であって、
　前記患者は、癌または感染症を有する、組成物。
【請求項１８】
　請求項１６または請求項１７に記載の組成物であって、
　前記Ｔ細胞は、ＣＤ４＋細胞である、組成物。
【請求項１９】
　請求項１６または請求項１７に記載の組成物であって、
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　前記Ｔ細胞上にて細胞表面部分に結合された１つ以上の因子を架橋結合することによっ
て当該Ｔ細胞が活性化される、組成物。
【請求項２０】
　請求項１６～１９のうちのいずれか１項に記載の組成物であって、
　前記１つ以上の因子は、モノクローナル抗体である、組成物。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の組成物であって、
　前記モノクローナル抗体は、抗ＣＤ３および抗ＣＤ２８モノクローナル抗体を含む、組
成物。
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